
 

生活機能の低下リスクについて 

第３章 からだを動かすことについて 

【運動器の機能低下リスク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 (166) (259) (212) (123) (61)

女性 (229) (312) (269) (148) (70)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数
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65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

男性

女性

全体平均

（％） 【性・年齢別】

３ページの〔参考〕基本チェックリストにより運動機能の低下リスクをみると、運動

機能低下のリスク該当者は、全体では 9.2％となっています。 

性別年齢別でみると、男女とも年齢が高くなるにつれリスク該当者の割合が高くなっ

ています。特に、女性の 85歳以上では４割以上がリスク該当者となっています。 

圏域別でみると、第２圏域、第３圏域、第５圏域では、リスク該当者の割合が全体よ

りも高くなっています。 

※要支援認定者を除く
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（％）
【圏域別】

全体

9.2％
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【転倒リスク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※要支援認定者を除く
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（％） 【圏域別】

全体

26.1％

男性 (170) (262) (214) (128) (64)

女性 (233) (326) (280) (153) (71)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数
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（％） 【性・年齢別】

３ページの〔参考〕基本チェックリストにより転倒リスクをみると、運動機能低下の

リスク該当者は、全体では 26.1％となっています。 

性別年齢別でみると、男性では 75歳以降、リスク該当者の割合が急増しており、75

歳では 20％程度であるのに 85歳以上では約 50％と 2.5 倍となっています。一方、

女性では 80歳以降で増加しており、また、男性よりも緩やかな増加となっています。 

圏域別でみると、第１圏域、第４圏域、第５圏域では、リスク該当者の割合が全体よ

りも高くなっています。また、リスク該当者の割合が最も低いのは第２圏域で、リスク

該当者が最も高い第４圏域と 6.9 ポイントの差がみられます。 



 

【閉じこもりリスク】 
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（％） 【圏域別】

全体

11.3％

男性 (170) (261) (215) (128) (63)

女性 (232) (324) (281) (153) (69)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数
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（％） 【性・年齢別】

３ページの〔参考〕基本チェックリストにより閉じこもりリスクをみると、運動機能

低下のリスク該当者は、全体では 11.3％となっています。 

性別年齢別でみると、男女とも年齢が高くなるにつれリスク該当者の割合が高くなる

ものの、男性では増加が緩やかであるのに対し、女性では 80～84 歳から 85 歳以上

にかけて急激に増加しています。 

圏域別でみると、第３圏域、第５圏域では、リスク該当者の割合が全体よりも高くな

っています。 

また、リスク該当者の割合が最も低いのは第４圏域で、リスク該当者が最も高い第３

圏域と 4.1 ポイントの差がみられます。 



 

第５章 毎日の生活について 

【認知機能の低下リスク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※要支援認定者を除く
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（％） 【圏域別】

全体

40.1％

男性 (166) (258) (209) (131) (62)

女性 (232) (312) (275) (149) (68)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数
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（％） 【性・年齢別】

３ページの〔参考〕基本チェックリストにより認知機能の低下リスクをみると、運動

機能低下のリスク該当者は、全体では 40.1％となっています。 

性別年齢別でみると、男女とも年齢が高くなるにつれリスク該当者の割合が高くなっ

ています。また、男女差をみると、70歳以上では、男性に比べ女性でリスク該当者の

割合が高く、特に 70～74歳では 10ポイント程度の差がみられます。 

圏域別でみると、第１圏域、第４圏域では、リスク該当者の割合が全体よりも高くな

っています。 

また、リスク該当者の割合が最も低いのは第２圏域で、最も高い第４圏域と 6.4 ポ

イントの差がみられます。 



 

【ＩＡＤＬ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※要支援認定者を除く
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(372)

第３圏域

(382)

第４圏域

(360)

第５圏域

(369)

（％） 【圏域別】

全体

8.3％

男性 (165) (259) (206) (127) (61)

女性 (226) (312) (273) (143) (66)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数
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（％） 【性・年齢別】

ＩＡＤＬは、手段的日常生活動作能力をいい、食事や排泄などの ADＬ（日常生活動

作）よりも、買物・電話・外出など ADL よりも高い自立した日常生活をおくる能力を

指す～）の低下を問う設問です。 

IADL低下のリスク該当者は、全体では 8.3％となっています。 

性別年齢別でみると、女性では 80歳以上で全体よりもリスク該当者の割合が高くな

っているのに対し、男性ではすべての年齢でリスク該当者が全体よりも高くなっていま

す。 

圏域別でみると、第１圏域、第２圏域では、リスク該当者の割合が全体よりも高くな

っています。 

また、リスク該当者の割合が最も低いのは第４圏域で、最も高い第２圏域と 4.6 ポ

イントの差がみられます。 



 

第８章 健康について 

【うつのリスク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※要支援認定者を除く
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（％） 【圏域別】

全体

33.4％

男性 (169) (253) (210) (122) (57)

女性 (225) (313) (271) (141) (66)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数
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（％） 【性・年齢別】

３ページの〔参考〕基本チェックリストによりうつの低下リスクをみると、運動機能

低下のリスク該当者は、全体では 33.4％となっています。 

性別年齢別でみると、男性では全体の割合と同程度、ないしは全体より低くなってい

るのに対し、女性の 80 歳以上では、うつリスクの該当者割合は全体より非常に高く、

全体でのリスク該当者割合よりも 10ポイント以上高くなっています。 

圏域別でみると、第４圏域、第５圏域では、リスク該当者の割合が全体よりも高くな

っています。 

また、リスク該当者の割合が最も低いのは第１圏域で、最も高い第４圏域と 7.0 ポ

イントの差がみられます。 


